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警告：合計が違います
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第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

09F1

期
日

2010年（平成22年) 8月9日(月)

下松スポーツ公園体育館

女子1回戦

MIE LIBERTY 62 79 大阪T&E
警告：合計が違います
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MIE LIBERTY 大阪T&E
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 3 1 0 0 2 2 2 4 ＊ 16 0 8 0 2 10 0

5 ＊ 6 0 3 0 1 0 0 5 ＊ 7 1 2 0 0 4 1

6 ＊ 9 1 3 0 0 6 0 6 (C) 8 0 3 2 3 2 2

OT1 OT2

03:25 －

谷 藤 千 春

丸 山 みゆき横 山 育 英

選　手　氏　名 選　手　氏　名

足 立 加奈子

３Ｑ・４Ｑ１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

伊 藤 絵 美

加 藤 友 理

－
１Ｑ・２Ｑ

37:04 38:09 － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

35:37 －－ － 22:49 32:56 －
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6 ＊ 9 1 3 0 0 6 0 6 (C) 8 0 3 2 3 2 2

7 ＊ 6 1 1 1 3 5 1 7 - - - - - - -

8 2 0 1 0 0 0 0 8 9 1 3 0 3 1 2

9 0 0 0 0 3 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0

10 0 0 0 0 3 2 0 10 ＊ 8 2 1 0 2 0 1

11 0 0 0 0 0 0 0 11 - - - - - - -

12 2 0 1 0 0 1 0 12 0 0 0 0 0 2 0

13 3 0 1 1 1 2 1 13 8 0 2 4 0 3 2

14 0 0 0 0 1 0 0 14 3 0 1 1 1 2 0

水 田 惠 子

丸 山 みゆき

後 藤 美 沙

中 岡 由香里

山 岡 望 美

横 山 育 英

伊 藤 友 美

樋 口 未 智

矢 島 ちよ子

中 島 千 恵

木 村 真 弓

松 岡 奈 々

中 嶋 香 菜

森 あゆみ

喜友名 愛

服 部 有 紀

石 山 愛

志 賀 睦 子
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14 0 0 0 0 1 0 0 14 3 0 1 1 1 2 0

15 7 2 0 1 1 1 0 15 ＊ 8 0 4 0 3 5 2

16 11 2 1 3 1 4 0 16 ＊ 12 0 4 4 2 2 4

17 0 0 0 0 0 1 0 17 - - - - - - -

18 ＊ 13 0 4 5 0 12 1 18 - - - - - - -

62 7 15 11 16 36 5 79 4 28 11 16 32 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

妻 鹿 さなえ

矢 島 ちよ子

コーチ 妻 鹿 さなえ

合計 合計

コーチ

中 嶋 香 菜

西 岡 千 恵

渋 谷 香 澄

市 川 藤 乃

稲 垣 京 子

岡 田 幸 雄

川 村 真 未

柴 田 雅希奈

伊 藤 江李奈
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戦　　評

両チームハーフコートマンツーマン。三重#7の得点からゲームがスタートする。大阪も#5の3Pで取り返す。三重は、

立ち上がりパスミスを連発し、流れをつかめない。一方、大阪は#4、#15のポストプレーからゴール下を支配し、着実に

得点を重ねていく。三重は、残り2分メンバーチェンジからオールコートディフェンスに切り替えるが、大阪は落ち着い

て運び9-30で1Q終了。2Qは立ち上がり、三重は#4の3P、フリースローで連続得点する。大阪はパスミスを重ね、シュー

トも入らない。たまりかねて、大阪は#4、#15をコートに戻すが、流れは変わらず三重が着実に得点差を縮め､32-41で2Q

終了。3Qに入っても三重は流れを放さず#6､#16の得点で6点差までつめる。大阪はたまりかねてタイムアウト。しかし三

重の勢いは止まらず#6 #18の連続得点で2点差に しかし 大阪は#15がポストプレーからバスケットカウントを奪う
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両チームハーフコートマンツーマン。三重#7の得点からゲームがスタートする。大阪も#5の3Pで取り返す。三重は、

立ち上がりパスミスを連発し、流れをつかめない。一方、大阪は#4、#15のポストプレーからゴール下を支配し、着実に

得点を重ねていく。三重は、残り2分メンバーチェンジからオールコートディフェンスに切り替えるが、大阪は落ち着い

て運び9-30で1Q終了。2Qは立ち上がり、三重は#4の3P、フリースローで連続得点する。大阪はパスミスを重ね、シュー

トも入らない。たまりかねて、大阪は#4、#15をコートに戻すが、流れは変わらず三重が着実に得点差を縮め､32-41で2Q

終了。3Qに入っても三重は流れを放さず#6､#16の得点で6点差までつめる。大阪はたまりかねてタイムアウト。しかし三

重の勢いは止まらず#6、#18の連続得点で2点差に。しかし、大阪は#15がポストプレーからバスケットカウントを奪う。

フリースローは落ちたが、そのリバウンドを#4が取りそのまま得点、4Pプレーとなりつき放す。3Qは49-58で終了。4Qに

入ると、大阪が再びゴール下を支配し、得点を重ねる。残り5分。三重はオールコートプレスディフェンスでボールを奪

い連続得点。しかし、その後三重はシュートが入らず、大阪は着実にボールを運び62-79で大阪が勝利。
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